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特定空家等の行政代執行の実施について
鳥取市は、空家等対策の推進に関する特別措置法（以下、「空家法」という。）に基づく行政代執行により、近隣家屋等に損傷等の被害を及ぼしている特定空家等の解体を行うこととしました。
当該特定空家等は、平成27年から所有者等に対し「指導」、「勧告」、「命令」と厳しく対処してきましたが改善が見られないため、今後の扱いについて外部有識者等で組織する鳥取市空家等対策協議会において審議した結果、県内で初めて行政代執行を実施することにしました。
今後は、空家法第14条第9項に基づき行政代執行法において定めるところに従い、市が特定空家等の解体を行い、所有者等に費用請求していきます。
※行政代執行と略式代執行の違い
・行政代執行…所有者等が確知できる場合（空家法第14条第9項及び行政代執行法に基づく）
・略式代執行…所有者等が確知できない場合（空家法第14条第10項に基づく）（県内6件事例あり）
１　対象建築物の概要
・所在地…鳥取市国安182-7
・構　造…木造2階建て、瓦葺き、延べ面積 約136.68㎡　
・所有者等（命令義務者）…所有者（平成11年死亡）の法定相続人２名
・建物の状態…屋根や外壁が崩落し、トタン等が飛散することにより近隣家屋等に損傷等の被害を及ぼしている。また、敷地内の樹木（高木）の根が敷地を超えて隣家の床を変形させており、近隣住民の財産に危険を及ぼす状態となっている。
２　代執行に係る措置（＝命令に係る義務）
特定空家等の解体撤去、敷地内の樹木の伐採
３　経過
・平成27年4月　相続人代表者に「指導書」を送付
・平成28年2月 「樹木が繁茂し、越境した根が床を押し上げ傾斜した。」と北側隣家より相談
・平成29年3月　「トタンが飛んできて車庫の一部が壊れた。」と南側隣家より相談
・　〃  　 6月　法定相続人調査完了。法定相続人全員に「指導書」を送付
・令和元年10月　　 法定相続人に「勧告書」を送付
・令和 2年8月3日　法定相続人に「命令書」を送付
・　〃　   9月　   「建物北側が崩れた。」と地元より連絡
・　〃    10月15日　命令の期限を過ぎても措置されないため「戒告書」を送付
・　〃  　11月25日　「代執行令書」を送付
・　〃    12月18日～ 行政代執行を実施（概算見積額 約280万円）
４　取材案内
　（１）現地取材を希望される報道機関は、行政代執行の前日（12月17日（木）正午）までに建築指導課までご連絡ください。中止もしくは延期となった場合に、各報道機関へ情報提供いたします。
　（２）現地取材に当たっては、当日の午前8時45分から撮影場所等の配慮事項について現地で説明を行いますので、時間までにお越しください。
　（３）解体に先立ち、敷地内の雑木伐採及び足場の設置などを行うため、建物の解体作業は数日後になります。工程の詳細については当日説明いたします。
　（４）車両については、国安共同作業所の駐車場をご利用ください。
　（５）当該代執行に係るご質問に対しては、当日、代執行開始宣言後に対応いたします。
　（６）代執行初日以外の現地取材については、必ず建築指導課までご連絡ください。
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